
ふるさといきいき情報満載！！ 
北 信 広 域 連 合  

2001
夏号 7vol.

　中野市の一本木公園は、中野市街地の北側に位置し、北に高社山(高井富士)、東は箱山、西
に目を向けると北信五岳が望める､眺望､交通の便の良い､住宅地の中にある面積1.7haの
公園です｡近隣公園として整備し、昭和59年5月にオープンしました｡その後須坂の黒岩喜久
雄氏からバラの苗木の寄付を受け､公園の整備と共にバラの植栽を進めてきました。現在約
530種、1,050株のバラを楽しめる公園として､多くの人に親しまれています｡ 
　中野市では､5月に「ばら制定都市会議（ばらサミット）」に加盟し､2004年のサミット招致
を目指しています｡ 
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一 般 会 計  

特別養護老人ホーム望岳荘事業 404,207 

特別養護老人ホーム高社寮事業 293,719 

特別養護老人ホーム千曲荘事業 286,512 

特別養護老人ホームいで湯の里事業 311,947 

特別養護老人ホーム菜の花苑事業 278,284 

特別養護老人ホームふるさと苑事業 247,034 

養護老人ホーム高社寮事業 114,629 

養護老人ホーム千曲荘事業 112,196 

ふるさと市町村圏事業 10,465 

公平委員会 1,600

特別会計【2,060,593】（単位：千円） 

分担金及び負担金 
431,650千円 
（33.3％） 

国庫支出金 
337,695千円 
（26.0％） 

県支出金 
184,924千円 
（14.2％） 

 

諸収入 
795千円 
（0.1％） 

繰越金 
1,200千円 
（0.1％） 

繰入金 
127千円 
（0.0％） 

広域連合債 
342,000千円 
（26.3％） 

衛生費 
34,866千円（2.7％） 

予備費 500千円 （0.0％） 

議会費 429千円 （0.0％） 

総務費 76,758千円 （5.9％） 

 

民生費 
1,014,806千円 
（78.2％） 

公債費 
171,032千円 
（13.2％） 

歳入 
1,298,391千円 

歳出 
1,298,391千円 

北信７市町村からの分担金等（各市町村からの分担
金の割合は､事業を行うために必要な金額を、平均割
30％、前年の10月1日現在の人口を基礎とした人
口割70％で計算します) 
　 
国からの特別養護老人ホーム改築工事に係る負担金 
　 
県からの情報通信技術講習・特別養護老人ホーム改
築工事・救急医療対策に係る補助金 
　 
特別会計からの繰入金 
　 
平成12年度会計からの繰越金 
　 
預金利子､雑入 
　 
特別養護老人ホーム望岳荘建設に係るもの 

議会運営のための経費(定例会は年2回です) 
　 
事務局の運営や広域連合全般の事務を行うための
経費 
　 
介護認定審査会・養護老人ホームへの入所判定委員
会の運営及び望岳荘改築工事を行うための経費 
　 
病院群輪番制病院への運営費補助 
　 
老人ホームの建設のために借入れをした資金の償還 

　 
分担金及び 
負 担 金  
　 
　 
国庫支出金 
　 

県 支 出 金  
　 

繰 入 金  
　 
繰 越 金  
　 
諸 収 入  
　 
広域連合債 

議 会 費  
　 

総 務 費  

　 

民 生 費  
　 
衛 生 費  
　 
公 債 費  
　 
予 備 費  

■歳入 

■歳出 

みんなの力でともに伸びゆく

ふるさと北信州
平成13年度予算総額33億6千万円

総額約33億6千万円にのぼる平成13年度予算が、

広域連合議会2月定例会で可決成立しました。13年

度予算は特別養護老人ホームふるさと苑建設事業費

の減などから一般会計で昨年度当初比6億9808万

9千円（35％）の減、また特別会計ではふるさと苑

の新規開所による施設運営費などから、2億5826

万6千円（14％）の増となりました。
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●市町村職員共同研修事業 69万5千円 ＩＴ情報発信研修会、広域観光研修会、 福祉施設体験研修会 

●地域情報発信事業 66万2千円 広域連合のホームページ作成 

●情報通信技術講習会事業 120万円 ＩＴ技術講習会・6会場 

●介護認定審査会運営事業 1,029万5千円 審査会の開催・103回 

●老人ホーム入所判定委員会開催 8万6千円 委員会の開催・4回 

●特別養護老人ホーム望岳荘改築事業 9億9,119万5千円 木島平村穂高地籍 

●病院群輪番制病院運営費補助事業 3,486万6千円 輪番制病院：北信総合病院・飯山赤十字病院 

●広域圏振興整備事業 750万円 
観光の里づくり事業、スポーツの里づく 
り事業、文化の里づくり事業 

【平成13年度予算主な事業】

管
内
で
６
番
目
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
と
な
る
「
ふ
る
さ
と
苑
」
が
豊
田
村
に

完
成
し
、
４
月
25
日
開
所
式
を
行
い
ま
し

た
。
総
事
業
費
は
約
12
億
９
千
万
円
。
１

万
１
０
０
０
２
ｍ
の
敷
地
に
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
平
屋
建
て
３
４
０
０
２
ｍ
で
入
所

定
員
70
人
、
短
期
入
所
用
ベ
ッ
ド
５
床
を

備
え
て
い
ま
す
。
施
設
内
は
木
を
多
く
使

い
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
て
４

人
部
屋
と
個
室
が
あ
り
ま
す
。
施
設
利
用

者
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
２
種
類
の

介
護
用
特
殊
浴
槽
や
介
護
用
リ
フ
ト
な
ど

が
備
え
ら
れ
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

の
た
め
の
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
研
修
室
を
備
え
て
い
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
苑
」
は
厚
生
年
金
・
国
民

年
金
積
立
金
還
元
融
資
を
受
け
て
建
設
さ

れ
ま
し
た
。

豊
田
村
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
ふ
る
さ
と
苑
」完
成

ボランティア研修室

特別養護老人ホーム「ふるさと苑」

談話コーナー

介護浴室

居室



北信広域連合広域計画
広域計画は、広域連合自身が行う仕事について、目標や事務処理の基本的
な方針を示したものであり、広域行政を総合的に行なっていくための指針
になるものです。今回は、広域計画の中から、広域連合や関係市町村が進
めていく今後の施策を中心にその概略をご紹介します。

「
北
信
広
域
連
合
広
域
計
画
」

「
新
・
北
信
地
域
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

平
成
13
年
２
月
、
広
域
連
合
議
会
定
例
会
で
議
決
さ
れ
た

「
北
信
広
域
連
合
広
域
計
画
」と

「
新
・
北
信
地
域
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
計
画
基
本
構
想
」に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。
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ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
計
画
の
基
本
方
針
と
そ

れ
に
基
づ
く
事
業
の
実
施
に
関
連
し
て
広
域

連
合
及
び
関
係
市
町
村
が
行
う
事
務

●
関
係
市
町
村
と
の
連
携
を
図
り
各
種
事
業
を
実
施
し

ま
す

●
広
域
活
動
計
画
に
基
づ
い
た
ソ
フ
ト
事
業
を
実
施
し

ま
す
（
観
光
の
里
づ
く
り
・
ス
ポ
ー
ツ
の
里
づ
く

り
・
文
化
の
里
づ
く
り
・
ふ
れ
あ
い
の
里
づ
く
り
・

広
域
的
調
査
研
究
な
ど
）

養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

設
置
、
管
理
及
び
運
営

【
養
護
老
人
ホ
ー
ム
】

●
行
事
、
食
事
、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
、
潤
い
の
あ
る
生

活
の
場
を
提
供
し
ま
す

●
機
能
回
復
訓
練
の
実
施
に
よ
る
、
身
体
機
能
の
維
持

及
び
低
下
防
止
を
図
り
ま
す

●
施
設
の
開
放
に
よ
る
、地
域
に
根
ざ
し
た
施
設
づ
く

り
を
進
め
ま
す

●
施
設
入
所
者
の
高
齢
化
な
ど
に
対
応
し
た
、
既
存
施

設
改
修
の
調
査
研
究
を
進
め
ま
す

●
職
員
研
修
等
に
よ
る
、
職
員
の
資
質
の
向
上
を
図
り

ま
す

【
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
】

●
施
設
利
用
希
望
者
の
実
態
把
握
と
利
用
者
の
増
加
に

対
応
す
る
施
設
整
備
の
促
進
を
図
り
ま
す

●
よ
り
良
い
介
護
を
提
供
す
る
た
め
に
、
施
設
利
用
者
へ

の
機
能
回
復
訓
練
を
実
施
し
、
併
せ
て
職
員
研
修
等
に

よ
る
、
職
員
の
資
質
・
介
護
技
術
の
向
上
を
図
り
ま
す

●
施
設
の
開
放
に
よ
る
、
地
域
に
根
ざ
し
た
施
設
づ
く

り
を
進
め
ま
す

●
既
存
施
設
の
改
善
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
進
め
ま
す

老
人
ホ
ー
ム
入
所
判
定
委
員
会
の
設
置
及
び
運
営

●
実
情
に
応
じ
た
、
適
正
な
委
員
会
運
営
を
行
い
ま
す

介
護
認
定
審
査
会
の
設
置
及
び
運
営

●
よ
り
的
確
、
迅
速
、
精
度
の
高
い
調
査
を
行
う
た
め
、

認
定
調
査
員
研
修
を
行
い
ま
す

●
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
各
分
野
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

適
正
な
審
査
会
運
営
を
図
る
よ
う
努
め
ま
す

職
員
の
共
同
研
修
及
び
人
事
交
流
の
調
整

【
職
員
の
共
同
研
修
】

●
指
導
者
研
修
、
専
門
職
研
修
、
政
策
形
成
・
行
政
企

画
力
研
修
、
社
会
福
祉
施
設
を
利
用
し
た
実
地
体
験

研
修
、
地
域
情
報
発
信
研
修
な
ど
の
実
施

【
市
町
村
等
職
員
の
人
事
交
流
の
調
整
】

●
市
町
村
等
の
協
議
に
基
づ
き
実
施
す
る
も
の
と
し
ま
す

ご
み
処
理
の
広
域
化
計
画
の
策
定
及
び
同
計
画

に
基
づ
く
事
業
の
実
施
に
必
要
な
連
絡
調
整

●
県
及
び
関
係
市
町
村
・
一
部
事
務
組
合
と
必
要
に
応

じ
た
ご
み
処
理
広
域
化
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す

●
関
係
市
町
村
・
一
部
事
務
組
合
の
連
携
に
よ
る
、
必

要
に
応
じ
た
一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
・
収
集
計
画
見

直
し
の
連
絡
調
整
を
行
い
ま
す

次
の
事
項
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
調
査
研
究

・
広
域
的
な
保
健
福
祉
の
推
進

・
広
域
的
な
観
光
の
推
進

・
広
域
的
な
幹
線
道
路
網
の
整
備

・
消
防
の
広
域
化

・
広
域
的
な
文
化
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
設
置

・
広
域
的
な
下
水
汚
泥
の
処
理
な
ど

病
院
群
輪
番
制
病
院
運
営
費
補
助
事
業

●
補
助
金
交
付
要
綱
に
基
づ
い
た
適
正
な
補
助
金
の
交

付
を
行
い
ま
す

公
平
委
員
会

●
公
正
中
立
な
審
査
を
行
う
た
め
の
、
委
員
及
び
事
務

職
員
の
研
修
を
進
め
ま
す

広
域
計
画
の
期
間
及
び
改
定

こ
の
計
画
の
期
間
は
、
原
則
と
し
て
平
成
16
年
度
ま

で
と
し
、
５
年
間
を
単
位
に
計
画
期
間
満
了
前
に
見
直

し
ま
す

た
だ
し
、
事
務
の
追
加
等
の
変
更
の
必
要
が
生
じ
た

場
合
は
、
議
会
の
議
決
を
経
て
改
訂
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
し
ま
す



活力ある産業が育つ圏域づくり

新・北信地域ふるさと市町村圏計画
新・北信地域ふるさと市町村圏計画は、今後10年間の北信地域が進むべき道筋を示す計
画です。10年後の地域像を見据えた基本構想、この構想をもとに今後5年間の圏域の総
合的かつ一体的な整備のための施策の体系等を定めた基本計画と具体的計画を定めた実
施計画からなっています。

21
世
紀
を
迎
え
、
い
ま
、
地
球
規
模
で
の
自

然
環
境
の
保
全
が
大
き
な
課
題
と
し
て
浮
上
し
、

こ
れ
に
対
し
て
、
圏
域
と
し
て
果
た
す
べ
き
役

割
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
に
お
い
て
は
少
子
化
、
高
齢
社

会
、
高
度
情
報
化
が
進
む
な
か
で
、
家
庭
、
社

会
の
姿
が
急
激
に
変
化
し
、
従
来
に
も
ま
し
て
、

よ
り
高
度
で
広
範
な
行
政
需
要
が
生
じ
て
き
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
な
か
、
私
た
ち
の
圏
域
で
は
構

成
市
町
村
の
連
携
の
も
と
、
豊
か
な
歴
史
、
文

化
に
育
ま
れ
、
自
然
と
人
と
が
調
和
し
た
圏
域

づ
く
り
を
め
ざ
し
、
21
世
紀
の
出
発
点
に
お
け

る
圏
域
の
将
来
像
を
『
み
ん
な
の
力
で
　
と
も

に
伸
び
ゆ
く
　
ふ
る
さ
と
北
信
州
』
と
定
め
、

次
の
５
つ
の
柱
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
実
現
を

め
ざ
し
ま
す
。

少子化、高齢社会が進むなか、子どもから高齢者ま

でみんなが健康で安心して生活を送ることのできる

社会にするため、福祉、保健、医療をはじめとする

生活に関わる様々な分野の連携により子育て、介護、

健康づくり、疾病の予防を社会全体で支えていく体

制づくりと、安心して働ける労働環境をつくります。

●社会福祉の充実

●保健・医療体制の充実

●働きやすい環境

健やかで生きがいと安らぎのある圏域づくり

ともに伸びゆく圏域づくり

ふるさとを愛する人を育む圏域づくり

快適で安全な圏域づくり

経済の低成長が続くなか、住民が豊かさを実感しな

がら生活できるよう、地域産業の活性化と魅力ある

産業の育成が必要です。

また、優れた自然を生かした観光の振興を図ります。

●農林水産業の振興

●商工業の振興

●観光の振興

快適で安全な生活のため、生活基盤・生活環境の整備を進

め、災害に強い圏域づくりを進めるとともに、急速に進歩

している情報社会にあって、その基盤の整備を進めます。

また、防犯・交通安全対策、消費者対策を推進します。

●高度情報化の推進

●広域的交通体系の整備

●生活環境の整備

●安全な暮らしの確保

●広域的土地利用の推進

社会の進展に伴い、教育の重要性はますます高まって

きています。子どもから高齢者まで住民の教育に対す

る要望に応えられる体制の整備が求められています。

教育に対する情熱をもつ住民によって、ふるさとを

愛する人を育みます。

●社会教育の充実

●学校教育の充実

●芸術・文化の振興

●スポーツ・レクリエーションの振興

住民の価値観や生活様式の多様化が進むなか、一人

ひとりだれもが主人公として、地域活動や交流事業

に積極的に参加できる社会の実現をめざすとともに、

効率的な行財政運営や広域的な住民サービスに対応

するため、市町村の枠を越えた連携強化を進め、地

方分権時代にふさわしい住民の参加によるみんなで

育てる圏域づくりを進めます。

●だれもが活躍できる地域社会づくり

●みんなで育てる圏域づくり

5
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告知版  北信州ライブニュース 

中
野
市
●
●
●
●
●
●
●

飯
山
市

飯
山
を
舞
台
に

映
画
２
本
撮
影
中
で
す

●
●
●
●
●
●
●

山
ノ
内
町

「
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
・
ガ
ラ
ス
の
輝
き
」

特
別
展
を
開
催 ●

●
●
●
●
●
●

木
島
平
村

古
代
の
香
り

稲
泉
寺
の
大
賀
ハ
ス

●
●
●
●
●
●
●

野
沢
温
泉
村

岡
本
太
郎
特
別
展
P
a
r
t
Ⅱ

興
奮
し
ち
ゃ
う
ね
！

岡
本
太
郎
と
野
沢
温
泉

●
●
●
●
●
●
●

豊
田
村
●
●
●
●
●
●
●

栄
村

新
発
売
！

栄
村
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

春
夏
秋
冬
、
栄
村
を
満
喫
！

●
●
●
●
●
●
●

第
28
回
中
野

市
民
祭
「
シ
ョ

ン
シ
ョ
ン
ま
つ

り
」
が
８
月
４

日
（
土
）（
小
雨

決
行
・
雨
天
中

止
）
に
市
街
地

で
開
催
さ
れ
ま

す
。「
シ
ョ
ン

シ
ョ
ン
ば
や
し
」
や
「
中
野
小
唄
」
の
踊

り
と
と
も
に
、
仮
装
連
・
踊
り
連
コ
ン
テ

ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
県
道
中
野
飯
山
線
通
行
止
の
お
願
い
】

下
水
道
工
事
の
た
め
、
７
月
上
旬
か
ら

12
月
下
旬
ま
で
県
道
中
野
飯
山
線
の
越
橋

か
ら
田
上
ま
で
通
行
止
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
工
事
期
間
中
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
国
道
２
９
２
号
に
う
回

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
合
せ
先
・
中
野
市
役
所
下
水
道
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
６
９（
２
２
）２
１
１
１

志
賀
高
原
ロ
マ
ン
美
術
館
で
は
、
ガ
ラ

ス
を
テ
ー
マ
と
し
た
特
別
企
画
展
を
毎
年

夏
季
に
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は「
ボ

ヘ
ミ
ア
ン
・
ク
リ
ス
タ
ル
」で
知
ら
れ
る
チ

ェ
コ
の
ガ
ラ
ス
工
芸
品
の
中
で
も
16
世
紀

か
ら
の
逸
品
70
点
を
町
田
市
立
美
術
館
の

協
力
で
展
示
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

愛
好
家
で
な
く
て
も
必
見
の
特
別
展
で
す
。

■
期
間
／
７
月
20
日（
金
）〜
９
月
16
日

（
日
）９
時
か
ら
17
時

■
場
所
／
志
賀
高
原
ロ
マ
ン
美
術
館
（
山

ノ
内
町
上
林
）

■
入
館
料
／
５
０
０
円（
大
人
）、
３
０
０

円（
子
供
）

こ
の
た
び
、

「
高
野
辰
之
青
春

の
想
い
」
と
題

し
て
、
博
士
の

詩
歌
書
簡
集
を

発
刊
い
た
し
ま

し
た
。
内
容
は
、

高
野
博
士
の
青

春
時
代
に
ス
ポ

ッ
ト
を
あ
て
、
当
時
書
き
と
め
た
詩
歌
集

「
故
山
」
を
中
心
に
編
さ
ん
し
、
若
き
日

の
博
士
を
知
る
う
え
で
大
変
貴
重
な
資
料

と
な
っ
て
い
ま
す
。

販
売
価
格
／
１
２
０
０
円

■
販
売
場
所
／
高
野
辰
之
記
念
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
６
９（
３
８
）３
０
７
０

栄
村
で
は
こ
の
た
び
、
観
光
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
発
刊
し
ま
し
た
（
税
込
定
価
２
０

０
円
）。
観
光
マ
ッ
プ
や
レ
ジ
ャ
ー
ガ
イ

ド
な
ど
栄
村
を
存
分
に
楽
し
め
る
情
報
が

満
載
で
す
。
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

購
入
希
望
、
詳
細
に
つ
い
て
は

■
栄
村
役
場
企
業
観
光
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
６
９（
８
７
）３
３
３
３
　

Ｅ
メ
ー
ル

in-sakae@
juno.ocn.ne.jp

「
阿
弥
陀
堂
だ
よ
り
」と「
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

狂
騒
曲
」
の
２
本
の
映
画
が
、
飯
山
を
メ

イ
ン
舞
台
に
し
て
撮
影
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
阿
弥
陀
堂
だ
よ
り
」
は
、
芥
川
賞
作
家
南

木
桂
士
さ
ん
の
同
名
の
小
説
に
基
づ
い
て

映
画
化
さ
れ
る
も
の
。「
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
狂

騒
曲
」
は
、
劇
団
ふ
る
さ

と
き
ゃ
ら
ば
ん
が
取
り
組

む
も
の
で
、
中
学
生
が
起

こ
す
結
婚
騒
動
を
描
い
て

い
ま
す
。
飯
山
を
全
国
へ

Ｐ
Ｒ
で
き
る
も
の
と
地
元

で
は
期
待
し
て
い
ま
す
。

稲
荷
地
区
に
あ
る
稲

泉
寺
は
古
代
の
ハ
ス

「
大
賀
ハ
ス
」
の
名
所
。

寺
の
南
側
と
西
側
に
広

が
る
蓮
園
に
は
７
月
中

旬
か
ら
８
月
初
旬
に
か

け
て
ハ
ス
の
花
が
咲
き

ほ
こ
り
ま
す
。

県道 壁田松崎線 

292

古
牧
橋 

夜
間
瀬
川 

木
島
線 

平成橋 

北信合庁 

越橋 

千曲川 

県
道 

中
野
飯
山
線 

7月上旬から12月下旬まで通行止め 

高
野
辰
之
書
簡
集
発
刊

野
沢
温
泉
村
「
お
ぼ
ろ
月
夜
の
館
｜
斑

山
文
庫
｜
」
で
は
、
昨
年
に
続
き
、
名
誉

村
民
第
一
号
の
岡
本
太
郎
画
伯
の
作
品
を

紹
介
す
る
特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。
今
回

は
、
油
絵
の
代
表
作
を
中
心
に
太
陽
の
塔

等
の
彫
刻
や
、
村
民
と
の
交
流
の
写
真
な

ど
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
特
別

展
に
併
せ
た
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

期
間
／
７
月
３
日（
火
）〜
９
月
９
日（
日
）

■
お
問
合
せ
先
／
お
ぼ
ろ
月
夜
の
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
６
９（
８
５
）３
８
３
９

第
28
回
中
野
市
民
祭

「
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ま
つ
り
」
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木島平村のほぼ中央に位置する木島平村原大沢区。御魂
山はかつて、木登りに興じる子供たちの笑い声が響き、年
一回の相撲大会では露店が並んで賑わった場所だ。その麓
の荒廃農地に、もともと山中に自生していた木島平の村
花・フクジュソウが人知れず子孫を増やしていた。しかも、
よそには見られない二重の花をつける。
放っておけばやがて絶えてしまう命の営みを守ろうと、

原大沢区の老人クラブや若者の会などが平成8年、「福寿草
を愛する会」を結成。区内の全31戸から40人もの有志が
集まった。村も、管理にかかる経費の補助により支援。以
来、毎年春から初秋にかけ、大人の背丈ほどあるカヤや雑
木を引き抜き、下草を刈り、除草剤を散布してフクジュソ
ウ生育のための環境を整えてきた。
「花が育つためには、雑草を適度に残して日陰を作るこ
とも必要。除草剤をまくにも、花を傷めないよう念入りに
草を選り分けます。手作業でなければできません」と区の
老人クラブ会長、青木源吾さん。
会が山から移植した苗は、この5月に1000株を超え

た。これらが根づき、5000株に及ぶフクジュソウの群
落が広がった。2400坪の広大な草原が、春には黄金色
の絨毯となる。

去年4月中旬のフクジュソウの見ごろに合わせ、初の
「福寿草祭」を開催。区と「愛する会」が共催し、住民が作
りあげた花の園をめでるささやかな祭りだ。手作りのおで
んや甘酒が振る舞われ、心和むひとときを過ごした。
原大沢のフクジュソウは徐々に名を広め、今春の「福寿
草祭」には、新聞などで情報を得た見物客が遠方からも多
数訪れた。交流を深めているルクセンブルクのディー・ギ
ルシュ市の市長一行をも招いての盛大な祭りとなった。最

盛期には訪れる人も多く見ら
れ、フクジュソウを核とした
地元と村外、国外の人々との
交流の場が育ちつつある。

「御魂山には、福寿草の群落という見どころと、長い歴
史が紡ぎ出した物語と、リスやカモシカが戯れる豊かな自
然がある。区と村とが連携して遊歩道などを整備し、広く
親しまれる場にしていけたら」と原大沢区長の丸山一成さ
ん。花と緑の中を駆ける子供たち、のんびりと憩う住民、
美しい景観を楽しむ都会からの来訪者……。夢は膨らむ。
会では今年、さらに100本のサクラも植樹した。フクジ
ュソウ群生地の保全という目的のために、若者とお年寄りが
心を通わせ、力を合わせてきた原
大沢。そんな活気や温かさが人を
誘うのか、区では現在、わずかな
がら世帯数が増えているという。

vol.7
平成13年7月1日
発行／北信広域連合

〒383-0031 中野市南宮1-11 中野市南宮庁舎内
TEL.0269-22-8400  FAX.0269-23-2311

Eメール　soumu@hokusin.or.jp

【
編
集
室
だ
よ
り
】

昨
年
の
４
月
に
北
信
広
域
連
合
が

発
足
し
て
、
１
年
余
り
が
経
ち
ま
し

た
。
四
季
折
々
に
変
化
す
る
北
信
地

域
の
豊
か
な
自
然
の
中
、
各
市
町
村

で
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま

す
。
自
然
・
文
化
・
歴
史
を
満
喫
し

て
は
い
か
が
で
す
か
。
さ
て
今
回
は
、

今
後
の
目
標
指
針
と
な
る
、
北
信
広

域
連
合
広
域
計
画
と
新
・
北
信
地
域

ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
計
画
を
紹
介
し

ま
し
た
。
広
域
連
合
と
７
の
市
町
村

が
連
携
し
、
そ
し
て
住
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
広
域
行
政
や
本
紙
に
対
す
る
ご

意
見
ご
要
望
等
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

区民みんなで育てるフクジュソウの里
～木島平村「福寿草を愛する会」
荒廃した農地が、
フクジュソウの群生地に変身。
これは、地元のお年寄りと
若者がともに育て上げた宝物。

なじみ深い里山をフクジュソウの園に

手作りのもてなしが大好評の「福寿草祭り」

御魂山を人々が集う憩いの場に

「福寿草を愛する会」の問い合わせ先…木島平村役場企画広報課 TEL 0269-82-3111

4月中～下旬、黄金色のフクジュソウが一面に咲き競う。
同じころ、純白のアズマイチゲも花盛りに

大盛況だった今年4月の「福寿草祭り」。
原大沢区住民が一丸となって
訪れる人々をもてなす

「福寿草を愛する会」をリードする原大沢区
老人クラブの青木源吾会長（左）と、「福寿草
祭」をとりまとめる原大沢の丸山一成区長。
「今年もまた草刈りの季節到来です」



●中野市商工観光課 ......................TEL.22-2111
●飯山市商工観光課 ......................TEL.62-3111
●山ノ内町観光商工課 ...................TEL.33-1107
●木島平村商工観光課 ...................TEL.82-3111

●野沢温泉村商工観光課 ...................TEL.85-3111
●豊田村経済課 ............................TEL.38-3111
●栄村企業観光課 .........................TEL.87-3333

お問い合わせは各市町村へ－－－市外局番（0269）

●野々海祭、野々海高原キャンプ場開き（栄村）
●岡本太郎展（野沢温泉村）
●宿六と山を登る会（栄村）
●奥信濃特産まつり（飯山市）
●ＷｏｗＷｏｗ（ウォゥ・ウォゥ）ふぇすてぃばる（山ノ内町）
●木島平村長杯マレットゴルフ大会（木島平村）
●夏野菜収穫体験（栄村）
●中野祇園祭（中野市）
●なべくら高原ラベンダーまつり（飯山市）

●2001志賀高原カレッジ
コンサート（山ノ内町）

●志賀高原自然観察会
（山ノ内町）
●「ボヘミアンガラスの輝き」
特別展（山ノ内町）

●奥志賀高原紅葉フェスタ（山ノ内町）
●第44回全国花火競技大会兼第１8回長野県後継者花
火コンテスト（山ノ内町）
●温泉と紅葉 秋の味覚まつり
（山ノ内町）
●馬曲温泉まつり（木島平村）
●栄村絵手紙展（栄村）
●野々海高原サラサラの旅（栄村）
●キノコ学習会と紅葉狩り（栄村）
●野沢菜漬け体験（栄村）
●絵手紙イベント（栄村）
●志賀高原自然観察会（山ノ内町）

●えびす講（山ノ内町）
●いいやまえびす講（飯山市）
●野沢菜収穫ツアー（野沢温泉村）
●もみじ祭り（豊田村）

●えびす講・産業展（中野市）
●健康づくりフェスティバル
（中野市）

●志賀高原全山統一・初滑りスキー場開き祭（山ノ内町）
●野沢温泉スキー場開き（野沢温泉村）
●北志賀高原統一スキー場開き（山ノ内町）
●北信州木島平スキー場オープン（木島平村）
●飯山市内スキー場開き（飯山市）
●さかえ倶楽部スキー場オープン（栄村）
●高社山越年登山（中野市）

●ジュニアサマージャンプ大会（木島平村）
●夏まつりinやまのうち（山ノ内町）
●秋山郷常民大学（栄村）
●ＷｏｗＷｏｗ（ウォゥ・ウォゥ）ふぇすてぃばる（山ノ内町）
●ニューポートジャズフェスティバルイン斑尾（飯山市）
●戦争資料展・非核平和ポスター展（中野市）
●サマージャンプ大会（飯山市）
●第22回飯山どんとこい祭（飯山市）
●第18回三高野球大会（中野市）
●夏まつり（木島平村）
●鈴虫まつり（山ノ内町）
●千曲川河畔納涼花火大会（飯山市）
●斑尾高原夏まつり（飯山市）
●サマーインラインフェスティバルイン木島平（木島平村）
●北野天満宮祭礼（栄村）
●ブナの森自然劇場（木島平村）
●大蛇まつりとミス志賀高原コンテスト（山ノ内町）
●第5回コカリナフェスティバル（山ノ内町）
●2001志賀高原カレッジコンサート
（山ノ内町）
●志賀高原自然観察会（山ノ内町）
●北竜湖納涼煙火大会（飯山市）
●「ボヘミアンガラスの輝き」特別展
（山ノ内町）

●サマーコンバインド木島平大会（木島平村）
●第26回市民水泳大会（中野市）
●苗場神社祭礼（栄村）
●月夜のコンサート（栄村）
●湯沢神社とうろうまつり（野沢温泉村）
●栄村絵手紙展（栄村）
●田舎ごっつぉ　母ちゃんの味（栄村）
●世界の人と花フェスタin北信濃（中野市、飯山市、山
ノ内町、木島平村）
●「ボヘミアンガラスの輝き」特別展（山ノ内町）
●木島平健康マラソンやまびこの丘大会（木島平村）
●志賀高原自然観察会（山ノ内町）
●国際木彫芸術祭（飯山市）
●なべくら高原そば花まつり（飯山市）

7月

10月

11月

12月

8月

9月

北信州イベント情報 

古紙配合率100％再生紙を使用しています 

夏まつりinやまのうち（山ノ内町）

サマージャンプ大会（飯山市）

サマーインラインフェスティバル
イン木島平（木島平村）

野々海祭（栄村）

第44回全国花火競技大会
兼第18回長野県後継者花火コンテスト
（山ノ内町）

もみじ祭り
（豊田村）

野沢菜収穫ツアー（野沢温泉村）
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